
1.はじめに

平成討竿度から先行突施された数学の学習指導要領において、数学Aの学習内容に「整

数の性質」が新たに加わ0た。整数は、,・1卜学生d刈_ι徒にと0ては、どちらかといえぱ親し

みのある数で島ろう。そこで、今回は、中学生を対象上tるこの鄭数体験授業で、整数問

題を扱ってみよみ、と肴えた。整数問題とい0てt,、いろいろな話題がかんがえられるの

だが、今阿は、「ユーウリッドのIU徐荘U に焦点をあぐ'ぐ、授業を展需Lた、

数学③コース「整数もんだい」

数学科十九浦

2,授業について

①作業 r長方形から最火の正方形を切"取る」

縦が 10,織 16 の長力形を(10,16)と表tとする。

(10,16 -10)= ao,6)

■(10 -6,6)嵩(4,6)

⇔(4β一 4)=(4,2)

コ(4 -2,2)=(2,2)

この作業を、(42,18)や(42,15)の長方形でも同じように作鴬を寸る。

②作業をふりかえる。

最終的に残る催方形がもどの2つの数とどぅいう関係があるか?と質闘

・作業を通して、皷後にでてきた正方形の辺の長さが、最初の2つの数の公約数に

なっていることは納得できる_

・結果の仙をみると、最大公約数にな0ていそうで島るが、本当にそうなのかは確

偏がもてない、

③最ナく立薪内数になっ、CL、るの力、、をぢぇる,

正の整数α,b において

α> b のとき,αと b の最大約数とα一 b と h の最火公約数は等しい。・・・(イ)

里

(イ)が証明できれば、先ほどの"r業で、長方形の2辺の長さの数の於大公約数が求ま

る二とがわかることを確認tる。(α= b のときは省略。)

証明

αと hの最大約数を k とすると、

α= kJ芹、 h = k兇(1πと h 1士πLXこ井ltt.1Eの垂き数で'1π>元)

とおける,(互いに索に関しても授業の中で貌明Lた。)
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ここで、「正の整数mとπは互いに緊であるならぱ、 m一πと見は互いに索である」如)

にの証呼H,お二な0たがとこでは省略する。)

ことから、α一 h と 6 の最大公約数はkである。

よ0て、 4と b の殿火部,取と4- b と h の最火公郡獲女は等Lい。

④証明と作業を拓御返0て。

(*)の証明より、先ほどの作巣が、長方形のたて、横の灸さの2数の最小公倍数を、

求める作業にな0ていることを瓔輸ギした。

さらに、

仁正の衷討改α、b において 4を b で冉11つたときの商を q,あまりを r とすると

α= bq 十 r,0 奎 r く h が1女り立0ので、

αと bo)1伎大約数と r と b の最大公約数は等しい。」

このk'果を使0て、 1,う一度いくつかの2つの数の艇W)最大公約数を求めた。わ"算

の余りを利捫寸ることで先程よりも作業が鴛Kてすむことがあることを実感1る。この

求め力を「ユークリッドの五除怯」という、と紹介した。

3.授業を終えて

証明をこの授業のメインにおき、 1つ1つていねいに進めてい0た。特に圃のi証明の理

解には、時問がかか0た。し小し、竹女熊をと船Lて隙}分たちで予想Lたことが正しいか、

正Lくないかを判既Lたい」という動機がしっかりとしていたこと、助けとなり、全員が

粘明靈く取り瓢ννでくれ一証明が完成したときは、教室が巡成感につつまれていた。方法

だけではなく証明をき力んとする上いう体験を通Lて、数学オ山面当さも感じてもらえて、

いたらうれしい_
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